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 1. はじめに

テレビ美術とは，スタジオセット（大道具，
小道具），衣装，タイトル，グラフィックス等を
総称したものである。テレビ美術は通常，テレ
ビ視聴者の意識や関心の主たる対象にはなりに
くいものの，番組の映像表現にリアリティや臨
場感，説得力，信頼性を与え，番組が展開さ
れる「場」や「空間」のイメージ，距離感，親近
感といった感覚の構成にとって不可欠な要素で
ある（三林亮太郎，1978）。

例えば，ニュース番組における個々のVTR
映像は，それ自体としては断片的で非連続的
な映像の集合体であるが，そこにアナウンサー
の読む原稿や語りが加わることによって，ある
統一的な意味や文脈を与えられる（石田英敬，
2003）。しかしその時，アナウンサーがどのよう
な場（スタジオ）に座り（または立ち），どのよう
な衣装を着ているか，スタジオにいるのは一人
か複数か，小道具や模型，CG等は使われてい
るか，テロップなど文字情報はどうか，といっ
た諸要素（＝テレビ美術）によって，その「ニュー
ス番組」としての印象や意味は大きく左右され
ることになる。

テレビ美術研究では，こうしたテレビ美術の
世界を，その歴史的展開も含め，関係者の証
言や映像，図面，資料などをもとに分析・考察
する。それによって従来の番組研究や放送史
研究とは異なる角度から，テレビ番組の表現形
態・技法の歴史のみならず，テレビの社会文化
史的展開にも新たな光を当てることができると
考えられる1）。

 2.「キャスターショー型」ニュース番組の誕生

本稿で取り上げるのは，NHKの『ニュースセ
ンター 9時』とテレビ朝日『ニュースステーショ
ン』のスタジオセットである。この両番組は，
1970～80年代の放送界を代表する「キャスター
ショー型」ニュース番組であると同時に，現在
にまで至るテレビニュース番組の基本スタイルを
幾つかの点で決定づけた，いわば「プロトタイ
プ」でもある。

NHK放送文化研究所が1985年から5年に1
回実施している「日本人とテレビ」調査では，「ふ
だんよく見るテレビ番組」について18ジャンル
から選択する形式の質問を行っているが，

「ニュース・ニュースショー」は常に70%以上で
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（2005年調査では73%），50%前後の「天気予
報」「ドラマ」を大きく引き離してトップであり続
けている2）。このように，現代の日本人にとって
テレビニュースは，ニュース・情報の取得源とし
て非常に大きな存在感を持っている。そして一
人もしくは複数のキャスターを進行役に，コメン
テーター，ゲストなどが登場し，30分～ 1時間
以上という比較的長時間の枠で放送される

「キャスターショー型」ニュース番組は，現代の
テレビ視聴者にとってテレビニュース番組の代
名詞的存在になっているとも言える。

だが言うまでもなく，テレビニュース番組は，
テレビ放送の開始当初から現在のようなスタイ
ルを確立していたわけではない。テレビ本放送
の開始（1953年）と同時に，NHKとNTV（日
本テレビ放送網）はニュース番組を編成してい
るが，当時は，文字や写真，地図などの静止
画をベースにアナウンサーが原稿を読み上げる

「パターンニュース」が中心であった。独自の取
材フィルム映像による「映画ニュース」も存在し
たものの，NHKもNTVも自前のフィルム現像
設備を持たず外部に現像を委託していたため，
数日から一週間遅れの映像が放送されることも
珍しくなく（テレビ報道研究会編，1980），現在
のような「速報性」を特徴とするニュース報道と
は程遠い状況であった（横山滋，2001； 池田正
之，2009）。「電気紙芝居」とも揶揄されたこの
時代のテレビニュースは，スタジオセットも極め
て素朴で簡素なものであった。

1960年代に入ると，テレビ受像機の急速な
普及，各放送局の取材・制作ネットワークの整
備，ビデオ撮影・中継技術の向上，テレビ放
送時間枠の拡大などを背景に，テレビニュース
番組は次第に質・量ともに拡充されていき，内
外のニュースを幅広く伝える「総合編集型」「ワ

イド型」の番組が制作されるようになる（萩原
滋・川端美樹，2001）。『NHK きょうのニュー
ス』（NHK，1960 ～ 1972）（写真1）や，民放初
のワイドニュース『JNN ニュースコープ』（TBS，
1962 ～ 1990）などはその代表的番組で（NHK
編，2001），テレビ美術もクロマキー（背景のス
クリーン）やパターン（説明用のボード，フリッ
プとも言う）の活用，複数台のカメラの使用な
ど，徐々に多様で立体的なものになっていった。

そして1970年代以降，本格的な「キャスター
ショー型」のニュース番組が相次いで登場する。
その嚆矢と言えるのが『ニュースセンター 9時』

（NHK，1974 ～ 1988）であり，また民 放では
『ニュースステーション』（テレビ朝日，1985 ～
2004）である。「キャスター」は，英語のブロード
キャスター（broadcaster）を略した一種の和製英
語で，アメリカでは「アンカーマン/アンカーパーソ
ン」と呼ばれ，番組の司会進行役のみならず番
組内容・ニュース編集にも一定程度の責任を持
つ存在である（磯村尚徳，1983）3）。このキャスター
を中心とした「キャスターショー型」ニュース番組
は，その内容，演出上のスタイルはもちろん，テレ
ビ美術においても従来のテレビニュース番組と比
較すると格段の進歩が見られた。そして，NHK，
民放ともに，当時世界の放送界の最先端であっ
たアメリカ3大ネットワークニュース番組のスタイル

写真1　『きょうのニュース』のスタジオ
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を模倣，応用することから出発し，テレビ美術上
でも，独自の発展を遂げていくのである。

 3. 初期『ニュースセンター 9 時』
　　～磯村キャスター時代

1974年にスタートし1988年まで14年間続い
た『ニュースセンター 9時』（＝以下「NC9」）は，
以下の3つの時期に区分することができる。
○初期（1974～76年：磯村尚徳キャスター時代）
○�中期（1977 ～ 81 年：勝部領樹・末常尚志キャ

スター，小浜維人キャスター時代）
○�後期（1982 ～ 88 年，木村太郎・宮崎緑キャ

スター時代）
このうち本稿で取り上げるのは，初期と後期

である。なお，初期についてはすでに本誌6月
号掲載の「調査研究ノート」でその一部を扱っ
ているため，ここでは重複を避けてポイントを
整理・確認するに留めることとする。

（1）キャスターの存在感の強調

「NC9」がどのような番組であったかについて
は，すでに様 な々論者による考察・議論がある
が（例えば植田康夫，1978； 八尋正也，1978な
ど），一言で言うならば，「NC9」は「ニュースの
価値判断と提示方法で新聞を追うことがあたり
まえになっていた」従来型ニュース番組から脱却
し，テレビのメディア特性を活かした，より「テレ
ビらしい」ニュース番組を目指していた（NC9制
作グループ，1977）。番組のコンセプトは，以下の
4点に要約される（NC9 準備委員会，1973）。
①�政治・経済・社会の順にニュースを伝える放

送順序の排除（新聞の手法からの脱却）
②�「読む」から「語りかける」キャスターへ（原

稿第一主義からの脱却）
③�できるだけ現場からニュースを伝えるという

「現場主義」「当事者主義」
④�グラビア映像や現場の音声を活かしたフィル

ムの多用など，視覚・聴覚に訴える演出
こうした番組コンセプトを具現化・映像化す

るため，「NC9」のスタジオには様々なテレビ美
術上の工夫がなされていた。

第一に，「NC9」は「ちょっとキザですが…」
といった言い回しに象徴される，磯村キャス
ター独特のソフトで軽妙な「話し言葉」による語
り口が視聴者のあいだで人気を博したが，セッ
トも番組の中心的存在である磯村を視覚的に
際立たせるために計算されたものであった。例
えば，従来のニュース番組では通常，アナウン
サーが使用する音声マイクは，テーブル上に立
てるタイプのスタンドマイクが使われていたが，

「NC9」ではキャスターの襟元に留めるタイプの
ピンマイクが採用された。これは「スタンドマイ
クではどうしても用意された原稿を読み上げる
ような演説調になってしまい，NHKの堅苦しい
イメージが払拭できない」という磯村自身の強
い意向に沿うものであった4）。

また，磯村の座るキャスター席（メインテー
ブル）は，従来型よりも高さが抑えられていた。
磯村がカメラに向かって正対するのでなく，や
や斜めに構えた姿勢をとり，左ひじをテーブル
につくスタイルを可能にするためであった。これ

写真 2　初期「NC9」の磯村キャスター
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は，当時アメリカで「大統領よりも信頼される
男」として高い人気を誇っていたCBS『イヴニン
グニュース』の名アンカーマン，ウォルター・ク
ロンカイトを「意識していた」という磯村が試み
たスタイルである。実際には，スタート当初から

「視聴者の評判があまりよくなかった」ために，
すぐにカメラに正対するスタイルに変更したとい
うが，いずれにせよ磯村キャスターは，従来の
NHKアナウンサーと比べると，遥かに「自由で」

「カジュアル」な存在として振舞っていたのであ
り，そうした磯村の存在感をスタジオセットがよ
り強調していたと言える。

（2）空間と演出の立体化

また「NC9」では，NHKのニュース番組とし
ては初めて本格的な「スポーツ」や「気象情報」
のコーナーが設けられ，専門のキャスターが配
置された。そのため，従来とは異なって広く奥
行きのあるスタジオには，各コーナー専用のセッ
トが設えられ（図1），磯村キャスターと各コー
ナーキャスターとの掛け合いなども含めた，立
体的な演出が可能になっていた。

磯村キャスターの脇に置かれていた電話も，
ある意味で「小道具」（＝テレビ美術）としての
役割を担っていた（写真2参照）。この電話は，
外国語に堪能な国際派ジャーナリストとして知
られた磯村が，国内外の取材現場等と結んだ
電話インタビューを行ったり，現場の記者から
のリポートを聞いたりすることに実際に使われ
た。しかし同時にこの電話は，磯村の座るこの

「NC9」のスタジオが，国内外からのニュースが
リアルタイムで飛び込んでくる，まさに「今（＝
ニュース）を伝える現場」であるという暗黙の
メッセージを視聴者に向けて発信する，いわば
象徴的・記号的な意味をも持っていたのである。

 4．後期『ニュースセンター 9 時』
　　～木村・宮崎キャスター時代

磯村キャスターの降板後も，「NC9」は，キャ
スターのパーソナリティを前面に出し，また映
像や音声を重視する「テレビ的」なニュース番
組という基本路線は変更されることなく発展し，
1982年からは木村太郎キャスターと，当時慶
応大学の大学院生であった宮崎緑キャスターの
時代（後期）へ入っていく。

（1）「テレビ美術」としての「ワーキングスタジオ」

後期「NC9」のテレビ美術における最大の特
徴は，送出スタジオが432㎡（約130坪）とい
う広さを持つスタジオ（CT510）へと移動し，

「ワーキングスタジオ」形式のセットが採用され
たことである6）。「ワーキングスタジオ」は，スタ

図1　初期「NC9」のセットの配置 5）
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ジオ全体を巨大なニュース制作室（＝ワーキング
ルーム）に見たて，ニュースの編集・制作・送
出の様子が視聴者にも見える形にしたものであ
る。当時アメリカでは，ニュース専門チャンネ
ルであるCNNなどが採用していた形態である
が，日本では「NC9」が初めてであった。

このスタジオには，国内外から次々に入って
くる映像を映し出す21面のモニター，ニュース
映像の編集コーナー，スタッフの打ち合わせ・
作業スペースに加え，内外の通信社から配信
される記事を閲覧できるパソコンやファックス，
テレックス，コピー機などの機材がレイアウト
された。スタッフは実際にここで制作・編集作
業を行い，放送中もその様子が映し出された
（写真3）。現在ではこうしたワーキングスペース
を背景にしたスタジオを採用するテレビ局は少
なくないが，当初は，視聴者のあいだにも抵
抗感があり，「おもちゃ箱をひっくり返したよう
な雰囲気で落ち着かない」「キャスターの後ろを
人がウロウロしていて目障りだ」といった苦情
も寄せられたという（木村太郎編，1985）。

この「ワーキングスタジオ」の採用は，一義
的には情報収集，映像編集から送出へ至る一
連のプロセスを可能な限り効率化・迅速化する
という「機能」面の理由によるものであった。ス
タジオ変更にあたって担当ディレクターらが作成

した「提案書」は次のように記している。
「一，近未来の報道情報番組は，内容，企画

の充実と同時に，映像，音声情報をともなう速報
能力が問われる。スタジオとてもこの目的にそっ
て再検討されねばならない。一，すなわちスタジ
オは，映像・音声の処理加工現場として構想す
べきである。放送はこの“現場”からナマで送出
される。一，したがってスタジオのセットは，従
来のように“作り物”であってはならない。すべて
ほんものの編集・送出・中継などの情報を集め
た，ほんものの作業部屋とし，それを背景にキャ
スターが伝えるということにする」（木村編，1985）。

ここには，ニュース制作の“現場”が備えて
いる多様な機能をスタジオの中に盛り込むとい
う，セットの設計思想における「機能主義的転
換」がある。従来のスタジオは，それ自体がカ
メラや編集機などと同様，使い回しの効く汎用
性を備えた「リソース」と考えられ，必要に応じ
てドラマ，討論番組，ニュース番組など，どの
ような番組でも使用し得るように設計されてい
た。しかし後期「NC9」は，スタジオをニュース
制作・送出の「現場」と位置づけ，その目的に
沿った形でセットを機能主義的に整理・配置し
直したのであり，その結果として「ワーキングス
タジオ」が採用されたわけである。

しかし，ニュースの制作現場の機能をスタジ
オに集約することを追求するだけならば，「ワー
キングスペース」をキャスターの背後にレイアウ
トする必然性はない。一定以上の広さを持つス
タジオであれば，カメラに映らない場所にそう
したスペースを設けてもいいからだ。カメラに
映るキャスター越しの位置に作業スペースがわ
ざわざレイアウトされた背景には，「テレビ美
術」的な意図も当然存在していた7）。それは

「NC9」が，国内外のニュースが編集・制作さ

写真 3　後期「NC9」のスタジオ
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れる，まさにその「現場」から放送されていると
いうリアリティや臨場感を作り出す意図にほか
ならない。つまり，初期「NC9」において磯村
キャスターの脇に置かれていた電話や，放送中
に時折挿入された副調整室を捉えたカットなど
が備えていた「テレビ美術」的要素が，スタジ
オセット全体へ拡張され具現化されたのが，こ
の「ワーキングスタジオ」だったと言えるだろう。

（2）“夜 9 時には世界が見える”

ところで，この時代の「NC9」は，“夜9時には
世界が見える”というコンセプトを掲げ，「国際
ニュースの拡充」を目標のひとつとしていた。こ
れは，衛星中継を使った映像伝送技術の進歩や
世界的な取材ネットワークの拡大などを背景にし
ており8），海外特派員の経験があって英語が堪
能な木村キャスターや，国際政治学専攻の大学
院生である宮崎キャスターが起用されたのも，国
際ニュース重視という戦略に沿ったものであった。

このコンセプトを視覚化するための工夫が，
セットにも施されている。例えば，キャスターの
背後のスタジオ壁面には巨大な世界地図がしつ
らえられ（写真4），世界の主要都市の標準時
を刻む時計もつけられていた。この世界地図
は，木村・宮崎両キャスターのツーショットの
背後に見えることで「NC9」のスタジオが国際

的な情報を扱う空間であるというイメージを作
り出しただけでなく，キャスターや担当記者が
実際にこの世界地図の前に立ち，地図を使い
ながら国際ニュースを伝えることができるように
設計されていた9）。

また木村・宮崎両キャスターの，向かって右
手後方には大きなモニターが設置され，衛星
回線などを利用した中継映像を映し出すことが
できるようになっていた（写真3参照）。普段は

「NC9」のロゴを出していたこのモニターは，両
キャスターによる取材現場の記者らとの掛け合
いや，外国の要人などへの中継インタビューに
利用されたが，画面の大きさは，キャスターの
大きさとモニター上の人物の大きさが自然なバラ
ンスになるように計算されたものだった。

（3）先端的な技術とテレビ美術

テレビ美術には，どの番組ジャンルにおいて
も，放送技術（撮影・制作・伝送）を含む各分
野の先端的な技術との相互作用の中で進展して
きたという側面があるが，後期「NC9」のテレ
ビ美術には，まさにこの時代に急速な進歩を
遂げた様 な々技術が盛り込まれていた。

例えば，1982年から採用された「NC9」のタ
イトルは，NHK初のCG（コンピューターグラ
フィックス）タイトルであった。これは米クレイ
社のスーパーコンピューター，クレイ2を使って
制作された三次元CGアニメーションで，光の
反射を計算し画面上に再現する「レイトレーシ
ング」と呼ばれる当時最先端の技術を駆使して
おり，内外で大きな話題を呼んだものである。

また，初期「NC9」時代から独立したコー
ナーとなっていた気象情報も，当時一般的では
なかった「週間予報」や海外の気象情報なども
盛り込んだ「本格的なウェザーリポート」として

写真 4　スタジオ壁面の世界地図
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刷新された。この新しい気象情報を担当したの
は，その年に気象庁を退職したばかりの倉嶋
厚であった（写真5）。その該博な知識と豊富
な経験に基づいた新しい気象情報コーナーは
視聴者のあいだでも人気を集めたが，このコー
ナーで新しく採用されたのが気象庁の「アメダス

（＝気象観測システム）」の情報を視覚化した画
面であった。「NC9」では，本来文字ベースのこ
の「アメダス」の情報を放送用に視覚化し日本
地図上にマッピングするプログラムを独自に開
発し，放送で初めて用いたのである。

その一方で，通常の天気図（予報画面）には，
あえてアナログのセットが採用された。これは
新しい機器やデジタルディスプレイばかりで「人
間味」が失われないようにという配慮によるも
ので，コーナーセットに設置された大型ボード
に，毎晩美術スタッフが手描きで天気画面を作
成し，倉嶋キャスターはこれを背景に気象情報
を伝えた。

このように，後期「NC9」のテレビ美術は，
当時の先端的な技術を積極的に取り込むこと
で，スタジオ全体を機能的かつ国際感覚溢れ
る空間として演出しつつ，同時にキャスターを
中心とした出演者達の個性を効果的に訴求して
いくという役割・機能を果たすものであったと
言える。

 5．『ニュースステーション』
　　～さらに「本物化」するスタジオ空間

（1）「報道が売れる」時代の新たな挑戦

「NC9」が試みてきたニュース番組のスタジオ
空間や美術セットの変革は，時代とともに，さ
らに発展を遂げていくことになる。1980年代半
ば，内外で大きな事件や事故が相次ぎ，ニュー
スや報道番組の視聴率は上昇した。「報道が売
れる」という認識が民放界に広がり，放送関係
者が“ニュース戦争”と形容する時期が始まった

（NHK編，2001）。この時代に，ニュース番組の
可能性をもっとも鮮やかに示した試みのひとつが

『ニュースステーション』だった（坂本衛，1994）。
『ニュースステーション』（以下「Nステ」，

1985年10月7日～ 2004年3月26日）は，テレ
ビ朝日が東京・六本木の「アークヒルズ」に移
転し，新番組をスタートするというタイミングで
取り組んだニュース番組である。メインキャス
ターは，元TBSの人気アナウンサー，久米宏。
視聴率は当初，一桁台と振るわなかったが，ス
ペースシャトル「チャレンジャー」の爆発炎上事
故報道（86年1月28日）で注目を浴び，フィリ
ピン・マルコス政権崩壊報道（同2月25日）な
どをきっかけに二桁台に安定し始め，時には
20％以上を記録する，名実ともに民放を代表す
るニュース番組へと成長していった。
「NC9」以降，各局のニュース番組はしのぎを

削ってテレビらしい視覚に訴える演出を目指して
きたが，85年7月のテレビ朝日広報資料にはこ
うある。「従来のもの（報道番組）は活字を映
像化したものであり，テレビの特性を生かしてい
るとは言えない。…活字媒体より多様の表現が
出来るテレビがこれを許しているのは，いまだ
確立された本物の報道番組が生まれていない

写真 5　倉嶋厚の気象情報コーナー
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の
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ではないだろうか」（加勢和昭，1987）。
NHKやTBSのニュース番組に「おれたちが

作ったニュース番組を見せてやる」といわんばか
りの視聴者不在の姿勢を感じていたという小田
久栄門（報道局次長・当時）は，広告代理店
の電通，企画・製作プロダクションのオフィス・
トゥー・ワンとともに，新しいニュース番組の構
想を練り上げていった（NHK編，2001；小田久
栄門，2001）。そして，「中学生にもわかるニュース」

「人間くさいニュース」「上から伝えるニュースで
はなくて視聴者が見たいニュース」「NHKに対
抗できる刺激的なニュース番組」「テレビの生の
機能や映像，音声などをフルに生かした立体
的ニュース番組」などの基本コンセプトが固ま
り，「Nステ」が誕生する。

（2）徹底した「本物志向」

「NHKに対抗できる，わかりやすく，人間く
さいニュース番組」といったコンセプトは，「N
ステ」のスタジオセットにどう具現化されたのだ
ろうか。

初代セット写真（写真6）と図面（図2）を見て
みよう。当時，それまでのニュース番組を見慣れ
た目には，違和感を覚えるスタジオ空間だった
のではないか。演出側には，米ABCがモーニ
ングショー“Good Morning America”でセット
として採用していた，リビングルームスタイルのイ
メージがあり，このイメージは美術スタッフによっ
て，「再開発された新しい街・アークヒルズのビ
ルの最上階に，リビングも兼ねた久米宏のオフィ
スがある」という設定へと展開されていく。

久米宏は「『ニュースステーション』のセット
についてスタッフと一緒に考えたのは，まず本
物だということです」と語り（日本テレビ美術家
協会編，2002），「ドアを開けたとき，セット（の

ドア）みたいに動かないようにしてよ」と美術ス
タッフに注文をつけたという。さらにキャスター
がセットの中で動きまわり，道具類も移動する
ので，スタジオの床もすべてフローリングに，と
の強い要望もあった。美術デザイナーは「ニュー
スは素材がリアルだから，装飾されたセットで
なく，リアルな空間がマッチするのではないか」
と考え，「セットを作るというよりは，部屋を作
る感覚」で，リアリティある空間を目指した10）。

金属，ガラス，木材等を使って，建物の一角
そのもののような「セットらしくない」空間が造形
され，雨の日には窓の外に雨を降らせる，遠見

（遠くのものを小さく描く），ビルの明かりが点滅
するといった手法も用いられた。のちにスタジオ
見学者が，スタジオが地下にあると知って一様

写真 6　「Nステ」初代セット

図 2　「Nステ」初代セット図面
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に驚いたというエピソードは，「リアリティある空
間」が造形できていた証左でもあろう。

（3）「人間くさい」ニュース番組

それではなぜ，このようなニュース番組らし
からぬ空間設計が可能になったのだろうか。
「Nステ」の美術担当は，それまで報道番組

経験のない，ドラマ畑の山内祐二・宮㟢洋の両
デザイナーだった（写真7，8）。彼らは，上述し
た遠見や明かりの点滅といった，ドラマでは普
通に用いられていた手法をニュース番組に持ち
込み，当時ニュース番組の王道だった「NC9」を
強く意識した「NHKのやらない，NHKにできな
い」美術設計を目標に据えた11）。そしてドラマの
デザイナーとしての経験から，どんなセットもテレ
ビに映ると“本物”らしく見えないと感じていた
山内は，「Nステ」で最も本物らしさにこだわるべ

きものとして，｢テーブル｣に注目したという。
スタジオ中央のメインテーブルは，複数の出

演者による座談では湾曲していたほうが話しや
すいだろうと，円卓から余分なものを削り取り
機能を突き詰めた結果，ブーメランの形状に
なった。そしてその形は，情報を一方的に伝え
るだけでなく，視聴者から返ってくる反応を汲
み取り，さらにまたニュースを伝える，という「Ｎ
ステ」の姿勢をよく表してもいた（川内一誠，
1992）。材質についても「キャスターに焦点が合
うと背景はフォーカスアウトしてぼける，だから
手前こそ勝負」と考えて質感にこだわり，大道
具ではなく家具メーカーに発注した12）。出演者
の足が見えるテーブルというのも，ニュース番
組では初めてのことだった（図3）。

本物のテーブルゆえに，カフ（キャスターの
手元でマイクの音声をON ／ OFFする装置，
F.U.=エフユーとも言う）も，キャスターが放送
内容を確認するためのモニターも設置されな
かった。これまで，視聴者から見えないように
ネームプレートなどで隠していた手元のニュース
原稿もあえて見せた。
「たとえば NHKのアナウンサーは，カメラの

上にプロンプター13）を置いて…カメラ目線があっ
ても眼だけはわずかに上から下へと動いてい
る。それってすごく非人間的に見えませんか…
たまに下を見て『あのー，次はですね』って伝
えるほうが僕は人間らしいと思った。それで，
プロンプターはやめようということになったんで
す」（久米宏，1995）。

演出面でも，報道だけでなく様々なセクショ
ンからのスタッフと外部プロダクション（オフィ
ス・トゥー・ワン）の混成部隊によってドラマや
バラエティーの手法が用いられたことは，ニュー
ス番組に「人間くささ」を付加することになっ

写真 7 写真 8

山内祐二デザイナー（当時）
（現・テレビ朝日ベスト）

宮㟢洋デザイナー（当時）
（現・テレビ朝日クリエイト）

図 3　「ブーメランテーブル」設計図
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た。例えば85年の年末特集では，その年の夏
に起きた日航ジャンボ機墜落事故を取り上げ，
実力派のドラマディレクターが演出にあたった。
スタジオに並べられた520人分の靴は，犠牲と
なった520という数字がどれだけ大変な数であ
るかをリアルに伝え，大きな話題を呼んだ（早
河洋，1995；小田，2001）。

また，テーブルの向かって右手に設置された
「応接コーナー」も「人間くさい空間」を演出した
（写真9）。初回放送の最後，「ナイトキャップ」
コーナーで，久米宏と小林一喜解説委員は，こ
こに移動し，寛いだ様子を見せた（久米は水ま
で飲んでみせた）。また，キャスター席の奥には

「スタッフルーム」があり，スタッフが原稿を持
ち込む情景をあえて映し出した。このスペース
はやがて，ゲストの待合室として用いられた。

（4）「わかりやすさ」の追求

1987年3月にNHK放送文化研究所が行った
「テレビと報道」調査は，NHKの「NC9」と「N
ステ」について，同じ質問を行っている（図4）。

「Nステ」が高く評価されているのは「取り上げ
る話題がバラエティに富んでいる」「気楽な雰囲
気がある」「問題の取り上げ方に新しさがある」

「形にとらわれずいきいきしている」など視聴者
に与える印象の側面で，明らかに「放送されて

いる時間が都合よい」「一日の出来事がよくまと
まっている」「海外のニュースがよくわかる」と
いった番組の編成のよさや構成の確かさに評価
が高い「NC9」との違いが際立っている14）（E.ク
ラウス，2006）。「Nステ」が，「NC9」に始まった

「キャスターショー型」ニュース番組に，「寛ぎ」
や「親しみやすさ」「自由な雰囲気」を持ち込み，
視聴者に受け入れられていったことがわかる。

また，関西大学の田宮武が行った「大学生
のテレビニュース観調査」によると，「Nステ」を
よく見ると回答した大学生の視聴理由として，

「面白い，楽しく見られる」といった娯楽性，「パ
ネルや模型があったり，難しい用語や事件の経
過についての解説があったりしてわかりやすい，
理解しやすい」といった平易性があげられてい
る（田宮武，1997）。

語りかけるニュースを試みてきた「NC9」でさ
えも「Nステ」関係者の目には，「起きた事件を
ブラウン管の向こう側から語りかけているにす
ぎない」「聞きたい側にあわせたニュースではな
い」（嶌信彦，1994）と映っていた。「Nステ」が
試みたのは，「上から下に，高い所から低い所
に向かって送り続けられてきた」ニュースを，視

写真 9　セットの一角の応接コーナー

図 4　「NC9」「Nステ」についての感想
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（NHK放送文化研究所「テレビと報道」調査，1987年3月実施から）
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聴者と同じレベルの目線に立って伝えてみる（早
河洋，1987）ことで，ニュース番組における「送
り手」と「受け手」のベクトルを逆にし，「伝えた
いニュース」を「知りたいニュース」へと転換さ
せることだった。その試みを形にするため，「視
聴者がわかってもわからなくても先へ進む，と
いう感じで，見るのにしんどい」（オフィス・トゥー・
ワン，高村裕）ニュース番組に15），「中学生にも
わかる」ように，模型や地図やグラフといった小
道具が多数導入されていった。

87年10月8日放送の自民党総裁選報道に登
場した模型はその典型例（福永勝也，2005）で，
派閥の人数に比例して高さを調整した積み木状
の模型は，まさに「中学生にもわかるニュース」
と言えるものだった。番組でしばしば用いられた
人形もこのコンセプトを具体化した小道具で（写
真10），イラストレーター・山藤章二が描く似顔
絵の表現力を，テレビ的に利用できないかとい
うのがそもそもの発想だった（川内，1992）。

また，現在多くのニュース番組で使用されて
いる，当日のニュース項目を番組の冒頭で提示
する「時系列ニュース」ボードは，「モノ」で説
明すればニュースの伝え方も変わるという発想
から生まれた。視聴者にとってはその日のニュー
ス項目がよくわかり，伝える側もあなたと目線の
高さは同じだというメッセージにもなった。テレ
ビの技術は格段に進歩し，CGも流行り始めて

いた時代に，あえて電球をはめ込み，手で触
れると項目が光るといった「手作り感」が重要
視された。
「Nステ」のメインセットは，この後，マイナー

チェンジを繰り返しながら5年ごとに更新され
ていく。2代目は「無駄な豊かさ」をキーワード
とし，3代目は「バブル期の華やかさ豪華さの
次に来るもの」をテーマに，高山・富山の農家
で実際に使われた木材が屋台骨に使われた。4
代目は当時流行していたレンガ倉庫のイメージ，
そして最後は，「鉄」を素材に，「横浜のドック
に係留している貨物船の底」をイメージしたセッ
ト（日本テレビ美術家協会編，2002），というよ
うに，時には時代と寄り添い，時には時代を
先取りする斬新さで注目を集めた。

 6. 考察：「NC9」と「Nステ」の
　　　　　　　連続性と非連続性

以上，1970 ～ 80年代の日本の放送界を代
表する「キャスターショー型」ニュース番組であ
る「NC9」と「Nステ」がどのように生まれたの
か，両番組のコンセプトが映像化，具体化され
るうえで，テレビ美術（スタジオセット）がどの
ような役割を果たしたのかについて分析してき
た。最後に，両番組のセットの，ニュース番組
史における意義，意味について，いくつかの角
度から考えておきたい。
「NC9」と「Nステ」のテレビ美術の間には，

その表面上の様々な差異にもかかわらず，多く
の共通点を見出すことができる。第一に，両番
組のスタジオセットは，「テレビらしいニュース番
組」というコンセプトを具体化しようとしていたと
いう共通点がある。初期「NC9」は，日本初の
本格的な「キャスターショー型」ニュース番組と

写真10　政治家人形（製作年不明）
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して，音声・映像，生中継の多用，特集企画や
スポーツ，気象情報などのコーナー設定など多
彩で立体的な演出を試み，スタジオセットはそ
れらを可能にする「場」「空間」として設計され
たものであったが，その基本的なフォーマットや
発想は，後期「NC9」にも「Nステ」にも踏襲さ
れている。そしてそれは今日のテレビニュース番
組においても受け継がれ，様 な々バリエーション
を生み出し続けていると言える。

第二に，ニューススタジオを「作りもの」では
なく，より「本物らしい」空間にしようという設
計思想においても，（各当事者・担当者の意図・
認識の違いにもかかわらず）「NC9」と「Nス
テ」の間には連続性が認められる。例えば後期

「NC9」は「ワーキングルーム」，「Nステ」は「キャ
スターの個人オフィス」というように，発想は全
く異なってはいたものの，ともに本物の質感や
イメージ，臨場感などを様 な々角度から追求し，
一方における「機能的で先端的なニュース空
間」，そして他方における「都会的でお洒落な
オフィス空間」を，それぞれ極めてリアルに造
形していた。この「本物らしさ」の追求という要
素は，現代のニュース番組のセットにおいては
むしろ後景化しているように思われる。装飾性
やデザイン性，抽象性が時として過度に強調さ
れる傾向も見られる現代のニュース番組のスタ
ジオ空間については，改めて別の角度から分析
する必要があるだろう。

第三に，「NC9」と「Nステ」の間には「キャ
スター」の「語り」や「パーソナリティ」を最大限
に生かし，これを際立たせるという意図でセッ
トが設計されていたという共通性もある。両番
組のキャスター達は，そのスタイルや個性の違
いこそあれ，従来のアナウンサーとは異なって
原稿を「読む」のではなく視聴者に「語りかける」

存在だったのであり，特にメインテーブルの設
計には，そうした「親密な存在」としてのキャス
ターを視覚的に強調するという意図が込められ
ていた。

イギリスのメディア史研究者P.スキャンネル
は，BBCのニュース番組の歴史におけるひと
つの転換点を，こうしたキャスターの「語り」の
スタイルの変化のうちに見出し，古い公的な発
話モデル（講義，説教，演説）から，より直
接的で親密で私的な語りへの転換として特徴
づけている（P.Scannell，1996）。時代は異な
るが，日本における「NC9」「Nステ」の登場に
も，同様の意味を持った転換を見出すことがで
きる。それと同時に，視聴者にとってこの転換
は，「毎晩，よく見知った人」（キャスター）に
よって内外の出来事が語りかけられる場として
の「夜のテレビニュース番組」の登場と定着を
意味してもいる。よく知られるようにM.マクルー
ハンは，メディアの内容よりもその形式性・物
質性のうちに存在する「メッセージ性」の次元
を指摘したが（「メディアはメッセージである」），
夜の「キャスターショー型」ニュース番組という
メディア形式を視覚的・物質的に作り出す「場」

「空間」としてのスタジオセットには，こうしたマ
クルーハン的な意味における「メッセージ」とし
ての要素が存在していると言えるのではないか

（M.McLuhan，1964）。
だが，まさにこの点において，「NC9」と「N

ステ」の間には大きな断絶（非連続性）も存在
するように思われる。「NC9」が視聴者との間に
作り出した関係性と，「Nステ」のそれとの間に
は，ある種の「親密さ」を作り出すという共通
項がありながらも，その「親密さ」自体の質に
は大きな違いがある。初期「NC9」時代のニュー
スセンター担当部長であった勝部領樹（のちに
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「NC9 」二代目キャスター）は，あるエッセイの
中で，「NC9」の三人のキャスターが「そろって
夜の茶の間の家族の一員のような感じでニュー
スを話してくれる」という趣旨の投書が多いこと
を紹介している（勝部領樹，1974）。こうしたエ
ピソードは，確かに「NC9」の一側面を表して
はいる。にもかかわらず，「NC9」のセット空間
は（特に「ワーキングルーム形式」を採用した後
期「NC9」においてその傾向が顕著なように），
やはりあくまでも経験豊かなプロのジャーナリス
ト達（＝キャスター）がニュースを介して視聴者
と向き合う空間であり，その意味で依然「オフィ
シャル」な性格が強いものであった。

一方，「Nステ」が作りだしていた空間は，キャ
スターの「個人オフィス」というセット設計の基
本コンセプト自体が端的に物語るとおり，ニュー
スという公的な事柄を取り扱う場であるにもか
かわらず，どちらかといえば「個人的なおしゃ
べり・談義」の場に近いリラックスした雰囲気
を生み出していた。視聴者との関係性という観
点から比喩的に言うならば，視聴者にとって自
分達がいる場所（＝お茶の間）に向かってキャ
スターがカジュアルに語りかけてきた「NC9」に
対して，「Nステ」では，キャスター達が作りだ
すプライベートな空間・気分を視聴者が「共有
し，楽しむ」ような感覚が生み出されていた。
「Nステ」のスタジオセットがもたらしたテレビ

ニュース空間のこうした質的変容は，従来から
研究対象とされてきたテレビニュースの「ソフト
化」「ポピュラー化」の影響や功罪，また1990
年代以降その広がりが顕著になったとされる
人々の政治的シニシズムと「Nステ」との関係の
問題（谷口，2002；伊藤編，2006；E.クラウス，
2006）等とも重ねあわせて検討・考察されるべ
き問題である。また，その際には，「NC9」「N

ステ」以降の主要なテレビニュース番組，報道・
情報系番組のスタジオセット（テレビ美術）に
ついても，同様に分析対象としていく必要があ
るだろう。

（ひろたに きょうこ / よねくら りつ）

注：
1）テレビ美術研究の意義や目的について，またテ

レビ美術と「演出」との関係性等については廣
谷鏡子・米倉律（2009）を参照

2）同調査の結果の詳細については，白石信子，原
美和子，照井大輔（2005）を参照

3）ただしキャスターの呼称は今日曖昧化しており，
ストレートニュースのアナウンサーもワイド
ショーの司会者などもキャスターと呼ばれるよ
うになっている

4）磯村キャスター（当時）へのインタビュー（09
年 3 月 9 日）による

5）小針明エグゼクティブ美術デザイナー（NHK
アート）が，映像を基に書き起こしたレイアウ
ト図

6）正確には 510 スタジオからの放送は，「NC9」
が 10 周年を迎えた 1983 年からで，木村・宮崎
キャスター時代の 2 年目にあたる

7）川上淳（当時の「NC9」ディレクター）へのイ
ンタビュー（09 年 5 月 15 日）による

8）NHK は 1983 年 4 月から米東海岸との間に，ま
た翌 84 年 4 月からはパリを中心とした欧州各地
との間に衛星中継の定期回線を確保した（木村
編，1985）

9）豊嶋征彦デザイナー（当時）へのインタビュー
（09 年 5 月 18 日）による

10）山内祐二・宮㟢洋両デザイナー（当時）へのイ
ンタビュー（08 年 12 月 19 日，09 年 9 月 3 日）
による

11）宮㟢は，「NC9」のセットを見て，「こんなセット
作るんだったら嫌だよ」と思ったという

12）山内によると，特注で，当時 500 ～ 600 万円か
けたという

13）テレプロンプター。テーブルの上の原稿が上部
のバトンに設置したカメラから直接撮影され
て，カメラのレンズ部分に映し出されるため，
キャスターはカメラを見たまま原稿を読むこと
ができる

14）同調査の詳細については，藤原功達，三矢惠子
（1987）を参照

15）読売新聞記事「テレビの現場」東京夕刊（1988 
年 4 月 30 日付）
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